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研究実績の概要（400字程度）

2-15 前脛骨筋サンプルのうち、各群５個体ずつを用いて
MS による膜プロテオーム解析を行った。44,000種類以上の
ペプチドと3500種類以上のタンパク質が同定され、この数
は各群間において有意な差はなく、95%以上のタンパク質が
群間で一致していた。パスウェイ解析の結果、MicroGは筋
収縮力やグリコーゲン代謝の低下、細胞増殖の阻害、ネク
ローシスやストレス応答の増加が生じる可能性が示唆され
た。これは、微重力下で運動量が低下していることと一致す
る。A1Gのタンパク質プロファイルは、MicroG群と1G群の中
間的な位置にあり、MicroGで観察されたいくつかの変化は、
A1Gでも同様に観察されたが、その影響はMicroGより少な
かった。また、同定されたタンパク質のうち、 1G群に比べ
MicroG群とA1G群で２倍以上変化していたのは約7%のみで
あったことから、MicroG群とA1G群の前脛骨筋では重大な
障害等は起きていないことが推察された。

MHU-2ミッション未解析サンプル
解析組織: 2-15 前脛骨筋

現在までの達成度、今後の研究の推進方策 等

（400字程度）

予定通り計画は順調に達成されていると考えられる。解析
に用いたサンプルでは個体間のギャップを最小限に抑える
ために、統計解析の手法を検証・最適化して再解析を行い、
パスウェイや個々の分子の変化についても詳細に検討して
いく予定である。可能であれば、残りのサンプルを用いて
RNA-seqなどの遺伝子発現解析もしくはグライコーム解析
を行いたい。また、2018 年度のサンプルシェアにも採択さ
れ肺サンプルを入手しているので、こちらのプロテオーム・
グライコーム解析結果と比較し、肺と骨格筋で見られる微
小重力の影響に共通したものがあるのか、骨格筋の変化
が肺にどのような影響を及ぼしているのか検討していく。自
然老化マウスの前脛骨筋や肺についても同様の解析を現
在進行中であるので、微重力と老化の共通点や相違点な
ども探っていく。

2019年度採択「きぼう」利用マウスサンプルシェアテーマ最終報告
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